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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
経
済
活
性
化
と
地
方
創
生
に
関
す
る
質
問
主
意
書

第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
素
案
に
お
い
て
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
世
界
的

に
発
電
コ
ス
ト
が
減
少
し
て
い
る
流
れ
を
踏
ま
え
、
「
主
力
電
源
化
」
を
目
指
す
こ
と
が
表
明
さ
れ
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
拡
大
は
世
界
の
潮
流
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
全
力
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
現
状
の
ま
ま
で
は
今
後
の
日

本
経
済
に
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
拡
大
は
、
地
球
環
境
に
良

い
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
も
は
や
経
済
と
競
争
力
の
問
題
で
あ
る
。
原
発
を
ゼ
ロ
に
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
全
面
転

換
し
た
場
合
、
そ
の
設
備
投
資
額
は
、
太
陽
光
設
備
が
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
十
五
万
円
と
す
る
と
、
一
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
は
、
そ
の
百
万

倍
で
千
五
百
億
円
、
現
在
の
原
発
五
十
基
分
の
五
十
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
だ
と
七
兆
五
千
億
円
の
設
備
投
資
が
発
生
す
る
。
ケ
イ
ン
ズ

の
乗
数
効
果
が
四
倍
と
す
る
と
、
三
十
兆
円
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
増
加
要
因
と
な
り
、
六
％
成
長
に
つ
な
が
る
。
税
収
の
弾
性
値
が

「
五
」
と
す
る
と
税
収
は
三
十
％
増
加
し
、
十
五
兆
円
の
税
収
増
に
な
り
、
財
政
健
全
化
に
も
つ
な
が
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
は
、
新
た
な
産
業
と
雇
用
を
創
り
だ
す
成
長
戦
略
の
柱
と
な
る
。
他
方
、
原
発
を
再
稼
働
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な

効
果
は
全
く
望
め
な
い
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
拡
大
は
、
地
域
再
生
に
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
大
手

電
力
会
社
に
よ
る
高
額
な
電
気
の
供
給
に
依
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
太
陽
光
・
バ
イ
オ
マ
ス
・
小
水
力
な
ど
地
域
の
資
源
を
生

一



か
し
た
発
電
や
熱
利
用
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
・
自
給
自
足
が
可
能
に
な
り
、
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
が
実
現
す

る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
全
面
転
換
は
、
政
府
の
目
玉
政
策
で
あ
る
「
地
方
創
生
」
に
も
つ
な
が
り
、
ド
イ
ツ
や
デ
ン

マ
ー
ク
の
よ
う
に
我
が
国
も
地
域
経
済
の
活
性
化
に
成
功
で
き
る
と
考
え
る
の
で
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
拡
大
に
よ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
乗
数
効
果
、
経
済
成
長
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
の
か
、
政
府
の
考
え
る
展
望
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
の
か
。
進
め
る
と
す
れ
ば
具
体
的
政
策
と
し
て
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

政
府
は
、
「
日
本
は
資
源
が
乏
し
く
、
気
候
変
動
対
策
で
原
発
が
必
要
」
・
「
日
本
の
自
然
エ
ネ
発
電
コ
ス
ト
は
欧
米
の

二
倍
、
気
候
に
左
右
さ
れ
安
定
供
給
で
き
な
い
」
と
い
う
旨
の
表
明
を
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
開
発
や
普
及
等
に
欧
米
ほ
ど
力
を
入
れ
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
如
何
か
。
政
府
の
見
解
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

政
府
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
見
直
し
作
業
に
関
連
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
主
力
電
源
化
」
を
あ
げ
た
も

の
の
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
源
構
成
比
率
は
従
来
ど
お
り
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産

二



業
の
競
争
力
の
強
化
に
よ
り
経
済
活
性
化
を
図
る
観
点
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
よ
り
地
域
の
再
生
を
図
る
観
点
か

ら
も
、
我
が
国
も
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
の
よ
う
に
、
最
先
端
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
小
規
模
分
散
型
電
源
に
よ
る

効
率
的
な
運
用
を
進
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
如
何
か
。
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

経
済
の
活
性
化
や
地
域
の
再
生
を
図
る
観
点
か
ら
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
主
力
電
源
化
」
を
目
指
す
に
あ
た
っ

て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
源
構
成
比
率
を
、
現
行
の
二
十
二
か
ら
二
十
四
％
よ
り
も
高
く
見
直
す
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
が
如
何
か
。
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。
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